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須恵焼 常設展示のご案内
（月曜休館・祝日の場合は翌日休館・入館無料）

久我記念館コレクション
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　須恵町立美術センター久我記念館は、今から 21
年前の昭和 61 年８月６日に開館しました。
　この建物は、昭和 54 年（1979 年）に久我美術研
究展示館の名称で、故・久我五千男氏の個人美術館
として建設されました。しかし、久我氏は昭和 59
年８月６日に急逝されました。その後、ご遺族のご
厚意で敷地・建物・記念資料が本町に、主たる資料
が福岡県立美術館に寄贈されました。
　町立の美術館となってからは、作家の個展の開催
や、須恵焼を中心にコレクションの充実を図ってき
ました。現在では、絵画を約 100 点、焼物を約 300
点収蔵しています。
　須恵焼に関しては、日本屈指のコレクションを誇
ります。館では、資料のコンディションを保つため
に、展示の入れ替えを行いながら紹介しています。

金錆染付山水文花生
（町指定文化財　個人像）

　

麓
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
た
石
段
を
、
90
段
登
り

つ
め
る
と
そ
こ
に
社
殿
が
あ
り
ま
す
。

　

祭
神
は
、
日
吉
大
社
の
祭
神
の
総
称
で
あ
る
山
王

権
現
で
、
創
立
の
時
期
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、筑
前
国
続
風
土
記
付
録
（
１
７
９
８
年
）
に
は
、

す
で
に
そ
の
記
載
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

神
社
の
森
は
天
を
突
く
楠
の
群
落
で
、
樹
齢

１
０
０
年
を
越
す
と
い
わ
れ
る
32
株
の
古
木
か
ら
、

樹
齢
40
年
以
上
の
〝
壮
木
〞
ま
で
85
株
が
数
え
ら
れ
、

そ
の
す
べ
て
が
保
存
樹
林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
樹
林
は
ア
オ
バ
ズ
ク
が
飛
来
す
る
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
フ
ク
ロ
ウ
科
の
鳥
で
や

や
小
型
の
ア
オ
バ
ズ
ク
は
、
青
葉
の
こ
ろ
、
中
国
南

部
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
日
本
に
や
っ
て
く
る
渡
り
鳥

で
、
楠
の
ほ
こ
ら
な
ど
に
巣
を
作
っ
て
子
育
て
を
し

ま
す
。

　

神
社
の
周
辺
に
は
、
び
っ
し
り
と
住
宅
が
建
て
込

ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
貴
重
な
樹
林
は
、
地
元
や
町

民
の
熱
意
で
、
末
永
く
保
存
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
（
須
恵
町
自
然
教
育
林
推
進
協
議
会
）

　

保
存
樹
と
保
存
樹
林
、
今
回
は
南
米
里
の
山
王
宮

で
す
。

　

全
体
が
丘
陵
地
に
な
っ
て
い
る
南
米
里
区
の
そ
の

ま
た
高
台
に
山
王
宮
が
あ
り
ま
す
。

8

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
若
水
林
道
の
そ
ば
な
ど
に
ケ
ヤ

キ
を
植
え
た
植
樹
デ
ー
の
こ
と
を
記
憶
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

今
か
ら
13
年
前
の
平
成
６
年
３
月
に
、
第
１
回
町
民
植
樹
デ
ー

の
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

百
数
十
人
の
町
民
が
参
加
し
、
男
性
組
は
若
水
林
道
の
東
側
入

り
口
に
、
親
子
連
れ
な
ど
は
皿
山
公
園
の
一
角
に
、
合
わ
せ
て

６
０
０
本
の
ケ
ヤ
キ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

苗
は
３
年
も

の
で
し
た
が
、
ケ

ヤ
キ
は
年
々
成

長
し
、
今
で
は
高

さ
数
メ
ー
ト
ル

の
瑞
々
し
い
青

年
樹
に
育
ち
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の

ケ
ヤ
キ
は
、
降
っ

た
雨
を
蓄
え
る

水
資
源
涵
養
の

役
割
を
十
分
に

果
た
す
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

第１回植樹地　若水林道東側

樹齢 100 年以上の楠が群落する山王宮

水上泰生　「朝顔図」

金錆染付酒注（町指定文化財　個人像）

尾花  成春  展
渓谷にて想うこと

６月 30 日（土）～８月５日（日）
（月曜休館・祝日の場合は翌日休館・入館無料）


